
働く大変さと喜び実感
葛巻中生徒が職場体験

　葛巻中学校（菊池敏宏校長・生徒84人）の３年生27人
は９月10日～ 12日の３日間、町内12事業所で職場体験
学習を行いました。町内にあるさまざまな業種の事業所の
中から、自分が興味のある事業所を選んで仕事に取り組み、
働く大変さや喜びを身をもって学びました。
　生徒３人を受け入れた江刈保育園では、外遊びやおやつ
時間の園児のお世話や、紙芝居の読み聞かせなどの仕事を
体験。同園で体験学習を行った服部凌

りょう

太
た

郎
ろう

さんは「思って
いたより大変でしたが、園児と仲良く触れ合うことができ、
充実した３日間でした」と職場体験を振り返りました。
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おやつの時間に園児のお世話をする葛中生（江刈保育
園）

被災地チームと交流を深める葛巻サッカースポーツ少
年団の選手（葛巻 vs 宮古市花輪の一戦）

被災地チームを招待し
町長杯サッカー初開催

　葛巻サッカースポーツ少年団（笹川昭文監督・団員22
人）主催の第１回葛巻町長杯少年サッカー大会は９月15
日～ 16日の２日間、総合運動公園で開催されました。同
少年団設立30周年を記念して開催されたこの大会には県
内９チームが参加。小学６年生以下、５年生以下、３年生
以下の年代別リーグ戦で熱戦が繰り広げられました。
　被災地から大船渡市、宮古市、久慈市の３チームを招待
し、町が宿泊費や交通費の一部を助成。15日夜には交流
会が開催され、選手と保護者、指導者らが親睦を深めました。
　笹川監督は「被災地をはじめ県内のチームと絆を深める
ことができました。一生懸命プレーする姿を一人でも多く
の町民に見てほしい」と来年に向けて抱負を語りました。

農大生がそば刈り体験
耕作放棄地解消に一役

　町農業委員会（鈴木努会長・委員13人）は９月20日、
名前端地区の耕作放棄地に作付けしたそばの収穫作業を行
いました。
　この日の作業には農業委員と、農家派遣研修で町内の
酪農家を訪れている県立農業大学校１年生の２人が参加。
15アールほどの農地に作付けしたそばを草刈り鎌を使っ
て手際よく刈り取り、20～ 30本ずつに束ねた後、束ねた
そばを互いに立て掛ける「島立て乾燥」の作業を行いました。
　同校の田澤太

たい

朋
ほう

さん（九戸村出身）は「実家は酪農家で、
そば刈りは初体験ですが楽しかった」と話し、小倉美紀さ
ん（盛岡市出身）は「中学生までよくそば刈りをしていま
した。とても懐かしいです」と笑顔を見せました。

本番さながらの緊張感
町総合防災訓練を実施

　町総合防災訓練は９月１日、江刈小学校グラウンドで行
われ、消防団、婦人消防協力隊、少年消防クラブ、葛巻分
署のほか地区住民や自主防災組織の代表など約200人が参
加しました。
　今回の訓練は、強い地震と火災が発生したことを想定し
て実施されました。会場では火災が発生した際の煙体験な
どが行われ、小学生や保育園児らが避難訓練に参加したほ
か、各分団のポンプ車による一斉放水も行われました。
　閉会式では、江刈自治振興会自主防災隊長の大川原一さ
んが「皆さんの訓練の様子はたいへん心強かった。これか
らも災害に備えていただきたい」と呼びかけました。

　

熱心に指導する「かのんぷ♪」の中村さん ( 上 ) とウ
クレレの演奏に挑戦する親子ら

高齢者らの買い物支援
出張賑わい市を初開催

　五日市保育園主催のウクレレワークショップは９月15
日、同保育園で行われ、年長組の親子やkanaloa hula葛
巻教室のメンバーら約30人が参加しました。
　日本全国で活動するアコースティックユニット「かのん
ぷ♪」の中村大介さんを講師に迎え、ウクレレの弾き方に
ついて説明を受けた参加者は、全員で童謡「ちょうちょ」
などを演奏しました。最後は演奏に合わせてkanaloa 
hula葛巻教室のメンバーがフラダンスを披露しました。
　松長根誠

せい

大
だい

くん（６歳）は「12月のおゆうぎ会でウク
レレを弾くときはみんなに聞いてほしい」と話しました。

五日市保育園の親子ら
プロからウクレレ学ぶ

　町商工会（吉澤信光会長）主催の出張賑わい市は９月８
日、旧馬淵小学校で開催され、中心市街地の商店など12
店舗が出店しました。
　この出張賑わい市は、中心部へ出向くことなく、自宅の
近くで手軽に買い物を楽しんでもらおうと江刈地区で初め
て開催されたもの。屋外では屋台村、屋内では日用品や衣
料品が販売され、約180人の来場者が店員との会話を楽し
みながら商品を選んでいました。
　町商工会副会長の村木良悦さんは「買い物過疎地域の対
策として、これからも出張賑わい市を開催していきたい」
と意欲を見せました。

農業委員の指導を受けながら「島立て乾燥」の作業
を行う農大生

日用品などを買い求める来場者で賑わった会場

一日消防団長は小田少年消防クラブの上野大地さん（葛
巻小６年）、一日分署長は小屋瀬少年消防クラブの鈴木
直裕さん（小屋瀬小６年）が務めました

おや の時間に園児のお世話をする葛中生（江刈保育 被災地チ ムと交流を深める葛巻サ カ スポ ツ少

ど


